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近年,所得水準の向上, 自由時間の増大,高齢化社会の進行 ,

絶えまない科学技術の高度化や情報化,国際化の進展など,県民

をとりまく社会環境が大きく変化しています。

このように,絶えず進展する社会にあって,県民一人一人が真

に豊かな生活を営むため,生涯を通じて自ら学習することによっ

て,社会の変化に対応し,充実した人生を送るために生涯を通じ

ての学習に高い関心を示し,学習機会の拡充をはじめ様々な援助

を求めています。県は, このような生涯学習を取 り巻 く動向を踏

まえ,県民の学習活動が体系的効果的に行うことができるよう,

茨城県生涯学習推進計画「学びいばらき,い きいきプラン」を策

定し,その推進に努めてきました。このプランを推進するため,

県西地域県民の生涯学習活動を支援する施設 として,茨城県県西

生涯学習センターを建設することになりましたが,そ の予定地内

に埋蔵文化財包蔵地である野殿深作遺跡が所在しております。

この度,財団法人茨城県教育財団は,茨城県教育委員会から埋

蔵文化財発掘調査について委託を受け,平成 5年 7月 から平成 5

年 9月 にかけて茨城県県西生涯学習センター建設用地内に所在す

る埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

本書は,野殿深作遺跡の調査成果を収録したものであります。

本書が学術的な資料 としてはもとより,教育,文化向上の一助 と

して広 く活用されますことを希望いたします。

なお発掘調査および整理にあたり,委託者である茨城県教育委

員会はもとより,下館市教育委員会をはじめ,関係各機関から御

指導,御協力を賜 りましたことに対し,深 く感謝の意を表します。

平成 6年 6月

財団法人 茨城県教育財団

理義 儀 田  勇
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第 1章 調 査 経 鮮

第 1節 調査 に至 る経過

近年,県民をとりまく社会県境が大 きく変化し,生涯学習への関心が高まり,地域や職場等において個人や

グループが多種多様な学習活動をしている。県は, このような県民の学習活動が体系的効果的に行 うことがで

きるよう,茨城県生涯学習推進計画を策定 し,県内に生涯学習を推進するための施設を建設 している。

以上のような背景をもとに,下館市野殿深作地区に,茨城県県西生涯学習センターの建設が計画された。エ

事に先立ち,平成 4年 12月 に茨城県教育委員会生涯学習課は,茨城県教育委員会文化課に工事予定地内におけ

る埋蔵文化財包蔵地の有無及びその取 り扱いについて照会 した。 これに対 し,文化課は,平成 4年 12月 に現地

踏査・試掘調査を実施 し,工事予定地内に野殿深作遺跡の存在を確認 した。文化財保護の立場から埋蔵文化財

の取 り扱いについて協議を重ねた結果,現状保存が困難であるとし,記録保存の措置を講ずることとなり,平

成 5年 2月 に調査機関として茨城県教育財団が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県教育委員会 と埋蔵文化

財発掘調査に関する業務委託契約を締結 し,平成 5年 7月 1日 から野殿深作遺跡の調査を実施することとなっ

た。

第 2節 調査経過

野殿深作遺跡の発掘調査は,平成 5年 7月 1日 から平成 5年 9月 30日 の 3か 月にわたって実施 した。以下 ,

調査の経過についてその概要を記述する。

7月 前半  野殿深作遺跡の発掘調査に必要な事務所や現場倉庫の設置,調査器材搬入,及び作業員の雇用を

行った。14日 には発掘調査の円滑な推進 と作業の安全を願って,関係各位の出席のもとに鍬入れ式

を挙行 した。

7月 後半  調査前の全景写真を撮影し,調査区内に トレンチを設定 し試掘調査を行った。

8月 前半  トレンチ発掘による遺構確認調査の結果,調査エ リアの西側から住居跡が確認できたので,重機

による表土除去を行い,併せて遺構確認作業を行った。その結果,竪穴住居跡 4軒,土坑45基,溝

3条 を確認 した。

8月 後半  第 1号住居跡から調査を開始 した。第 1号住居跡 。第 2号住居跡からは,多量の土師器が出土し

た。ひきつづき上坑 。溝の調査 を始めた。 8月下旬には台風が到来するなど,作業を中止すること

が多かった。

9月 前半  大型土坑の調査に移った。遺構の全容がなかなかつかめないでいたが,出土遺物や土坑の形態か

ら,中世の地下式墳であることが判明した。

9月 後半  17日 には調査を終了し,補足調査にはいった。20日 に遺跡の航空写真を撮影 した。25日 には現地

説明会を開催 し,遺構・遺物を一般に公開した。28日 までに埋め戻 し及び安全対策を実施 し,30日

には現地調査を完了した。

-1-
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

野殿深作遺跡は,茨城県下館市大字野殿 に所在 し,下館市役所の南南西約 2 kmに 位置している。

遺跡のある下館市は,茨城県の西部に位置 し,北 は栃木県芳賀郡二宮町,東は真壁郡協和町,南は同郡明野

町,同郡関城町,西 は結城市,栃木県小山市に接 している。

下館市の地形 は,洪積台地である南北にのびる下館台地 と,下館台地を挟むように東側に小貝川水系 (小只

川,五行 川,大谷川)と 西側に鬼怒川が流れてお り, この沖積低地からなっている。下館台地は,下館付近で

大谷川低地によって三分され,大谷川低地の東側の台地 は北へのび,栃木県真岡付近 より宝積寺にわたる宝積

寺台地に続 く。下館市街地は,五行川右岸からこの台地上へと展開している。また,大谷川西岸の台地 は, よ

り広 く南へのび,そ の南端 は下妻市街地付近にある。下館台地は,下館市街地北方の中館付近で47mと 高 く,

南の野殿付近で37m,南端の大宝城跡付近では29mと ,北から南へ と高度が低下 している。

下館台地は,南北に侵食する谷が何条 も入 り,台地が分断されている。さらにこれらの谷から派生する支谷

によっても,台地が分断され,かなり複雑な地形 となっている。

台地の地層は,第四期洪積世成田層を基盤 として成田下層,成田上層,黄褐色砂や責褐色粗砂を含む龍ヶ崎

砂礫層,そ の上に灰白色の粘土層である常総粘土層, そして,表上の下を厚 く覆 う赤褐色の関東ローム層がの

る。

野殿深作遺跡 は,下館台地東側縁辺部に位置している。台地の東側 は低地になっており,台地縁辺部に沿う

ように大谷川が流れ,そ の流れもまもな く小貝川に合流する。この低地は水田として利用されている。遺跡の

標高は34m～37mで,低地 との比高は10mほ どである。調査前の現況 は畑地,荒地である。

第 2節  歴史的環境

小貝川,五行川,大谷川,鬼怒川などの水運に恵まれた下館市には,「茨城県遺跡地図Jに よれば多 くの遺

跡が分布 しているが, まだ発掘調査例 は少ない。特に,河川に近い台地上には,各時代にわたる人々の生活の

跡が認められる。 ここでは,下館市及びその周辺の遺跡について,時代をおって概観することにする。

旧石器時代の遺跡 は,今のところ未確認であるが,小貝川の上流にある協和町城山遺跡から頁岩製剣片が出

土している。

縄文時代の遺跡は,鬼怒川左岸や大谷川右岸の台地上に,数多 く見 られる。女方本田前遺跡<4>は 縄文時

代・弥生時代・ 古墳時代の複合遺跡である。縄文時代は,早期から晩期にわたる遺物が出土 している。稲荷台

式,関山式,諸磯式,堀之内式,加曾利 B式 ,曾谷式,安行 I・ H式 ,安行Ш a・ b式,大洞 B― C式 ,亀ケ

岡式等の上器や,石器・石鏃・土製品が多数出土する。前期の遺跡は,十二天遺跡<2>が ある。 この遺跡か

らは,関山式,諸磯式にかけての土器片が採取されているが,現在 は湮滅 している。中期の遺跡は,誘脈遺跡

<13>,大 関遺跡などがある。これまでの遺跡が台地上に立地 しているのに対 し,大関遺跡は小貝川右岸の低

地に立地 してお り,遺跡の性格を考えるうえで,興味深い遺跡である。中期・後期 。晩期の遺跡は,女方裏遺

跡 <12>,外塚遺跳<19>な どがある。外塚遺跡は,昭和56年に下館市教育委員会により発掘調査が実施されて
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いる。外塚遺跡 も,大谷川左岸の低地に立地 している。遺跡からは,称名寺 I・ H式,堀之内 I・ H式,加曾

利 B式,安行 I・ H式の土器が多量に出上 している。遺構 は,土坑が確認 されただけであった。その外の遺跡

として,光ギ遺跡 <15>,不動坂遺跡 <14>,関城町船玉遺跡 <22>,西原遺跡 <26>な どがある。

弥生時代の遺跡 は,中期前半の標式上器 となった女方遺跡 <3>が ある。当遺跡は,昭和14年から3年間に

わたり発掘調査が行われ,土墳41基 と数基の埋甕,お よび土器包含層が確認されている。特に,15号土墳から

出上 した人面付壺型土器は,耳 。目・鼻・ 口が粘土紐によって表現されお り,優品として著名である。遺構の

性格 は,再葬墓 と考えられている。現在出上 した遺物 は,東京国立博物館が所蔵 している。後期の遺跡 として

は,鬼怒川左岸に十二天遺跡,女方本田殿遺跡,女方裏遺跡,前原遺跡が,大谷川右岸には不動坂遺跡,五行

川右岸には,八丁台遺跡 <10>な どが確認されている。

古墳時代の遺跡 は,市内には十二天遺跡,女方遺跡,女方本田前遺跡,元村遺跡<9>,女 方裏遺跡,前原

遺跡,元坪遺跡など数多 く確認されているが,調査例が少な く不明な部分が多い。今回調査 した野殿深作遺跡

の南南東約 1.5 kmの 関城町には,仲道遺跡 <27>がある。平成 3年に関城町教育委員会により発掘調査が実施さ

れている。仲道遺跡は,野殿深作遺跡 と同じ台地上縁辺部に位置 し,古墳時代中期の住居跡10軒,後期の住居

跡11軒が確認されている。また同町下木有芦遺跳 <28>か らは,古墳時代前期から中期にかけての住居跡が51

軒確認されている。

下館市は,鬼怒川左岸を始め小貝川・五行川 。大谷川の各河川台地上に,数多 くの古墳がある。小貝川 と五

行川の合流する左岸低地に徳持古墳がある。平成 3年に筑波大学により測量調査が行われ,前方部を南東に向

けた前方後円墳で,全長 140mと 推定される。本格的な発掘調査が行われていないため,不明な点が多いが
,

5世紀前半の築造 と推定される。また,北へ l kmに は島古墳<8>が ある。小貝川左岸の台地上には,北茂田

古墳群,南台古墳群などがある。鬼怒川左岸台地に移ると,女方古墳群 <11>がぁる。以前は,48基存在 して

いたといわれるが,開発等で現存するのは 3基である。その中で,昭和27年から28年 にかけて日本大学考古学

会により発掘調査された 3号墳 (藤の越古墳)は ,直径約24mの 円墳である。礫を小口積みした石室より,人

骨片 と鉄器片を,墳丘をとりまく埴輪列より,円筒埴輪 14・ 埴輪馬 2・ 人物埴輪 7体分が出上 した。なかでも,

1体の人物壇輪の眉間にあたかも白電のごとき円珠が加えられていた。女方古墳 より北へ 500mの 地点に弁天

古墳群 <16>が,南へ 800mの関城町には県指定史跡である船玉古墳群 <20>が ある。船玉古墳は一辺が約35m

の方墳で,横穴式石室を持ち,壁画が赤色顔料で描かれているが判然 としない。大谷川右岸には,今回調査 し

た野殿深作遺跡の東約 200mの地点に不動坂遺跡がある。この遺跡は,縄文時代・弥生時代・古墳時代の複合

遺跡であり,昭和50年に削土作業中に石棺が発見された。石棺には,人骨 2体が合葬され,副葬品として鉄刀・

刀子・鉄鏃・耳環等が出上 した。石棺 は,小さな石材を積み上げた構造を持っている。同時期の古墳 として
,

西方古墳 <17>,西方新田遺跡 <18>,富 士東 古墳 <7>が ある。

奈良・平安時代の遺跡は未確認であるが,律令下において,当市域 は常陸国新治郡に属 し,協和町には新治

郡衡がおかれた。「新編常陸国窯」によれば,当市域 は,竹島郷・博多郷・沼田郷・伊讃郷に比定される。

中世に至っては,天永 2(1111)年に藤原実宗が伊佐氏を名のり,伊佐城 <6>を 中心に勢力を張つた。文

明10(1478)年 には,水谷氏が結城氏 より下館地方を与えられ,下館城主<5>と なり今 日の下館市の基礎を

築いた。

※遺跡名の次の< >内の数字は,表 1・ 第 2図の該当遺跡番号と同じである。
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表 1 野殿深作遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名
県遺跡

番 号

時 代

番号 遺 跡 名
県遺跡

番 号

時 代

縄 弥 古 中世以陥 縄 弥 古 1世以降

1 野殿 深作遺跡 (当勘 ) ○ ○ 不 動 坂 遺 跡 2186 ○ ○ ○

2 十 二 天 遺 跡 2167 ○ ○ ○ 元 坪 古 墳 ○ ○ ○

3 女 方 遺 跡 2168 ○ ○ ○ 弁 天 古 墳 ○

4 女方本田前遺跡 2169 ○ ○ ○ 西 方 古 墳 4016 ○

5 下  館  城 ○ 西方新 田古墳 4017 ○

6 伊  佐  城 2172 ○ 外 塚 遺 跡 ○

7 富 士 東 遺 跡 2177 ○ 船 玉 古 墳 群 2212 ○

島  古  墳 2179 ○ 船 玉 遺 跡 2216 ○ ○ ○

元 村 遺 跡 2180 ○ ○ 弁 天 山 古 墳 ○

八 丁 台 遺 跡 2181 ○ 塚 原 古 墳 群 6101 ○

女 方 古 墳 群 2182 ○ 西 原 遺 跡 ○ ○

女 方 裏 遺 跡 ○ ○ ○ 仲 道 遺 跡 ○

前 原 遺 跡 ○ ○ ○ 下木有戸遺跡 ○
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第 3章 遺

第 1節 調査方法 と遺構 。遺物の記載方法

1 地区設定

野殿深作遺跡の発掘調査を実施するに当たり,遺構及び

遺構の位置を明確にするため調査区を設定 した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第 Ⅸ系,X軸 (南

北)。 Y軸 (東西)を基準点 として,40m方限を設定 し,

この40m四方の区画を大調査区 (大グリット)と した。さ

らに, この大調査区を東西,南北に各々十等分して, 4m

四方の小調査区 (小 グリット)を設定 した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用いて表

記 した。 まず,大調査区の名称 は,北から南へ「A」 ・

「B」 …,西から東へ「 1」 。「 2」 …。とし, その組み合

わせで「Al区」・「B2区」…・のように称した。さら

に,大調査区を4m方眼に, 100分割した小調査区をそ  第 4図 調査区呼称方法概念図

れぞれ同様に,北から南へ「 a」 。「b」 ―・「 j」 西から東へ「 1」
。「 2」 ・…「 9」

。「 o」 と小文字を付した。

各小調査区の名称は,大調査区の名称 と合わせて,「 Alal」 区・ 「 B2b2」 区のように呼称した。

遺跡における基準点の座標は,(D3al)X軸 (南北)+30,520m,Y軸 (東西)+12,200m

2 基本層序の検討

野殿深作遺跡においては,調査区西側 C2f7区にテス トピッ

トを設定し,第 5図 に示すような土層の堆積状況を確認した。

第 1層 は,灰帽色の耕作上であり,厚さは35～60cmである。

第 2層 は,にぶい褐色のソフトローム層への漸移層であり,厚

さは10～ 25cmで ある。第 3層は,にぶい黄橙のソフトローム層

であり,ロ ーム粒子が中量混入しており,厚さは20～35cmであ

る。第 4層 は,黒褐色の黒色バンドであり,厚 さは20～50cmで

ある。第 5層 は, にぶい黄褐色のハー ドローム層であり,粘

性・締 りとも強 く,厚さは25～50cmである。第 6層 は,にぶい

黄橙色の鹿沼パ ミスで,20～ 30cmの厚さである。第 7層 は,黄

褐色の粘土層で, 5 cmほ どである。第 8層 は,明るい黄褐色の

粘土層である。

野殿深作遺跡の遺構は,表上下40～60cmほ どの第 3層上面か

ら確認されている。

36.2m――

35。 O 
―

34.0 -

ぷ
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3 遺構・ 遺物 の記載 方法

本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

遺構 住居跡一SI 土坑―SK 溝―SD 井戸―SE

遺物 土器―P 土製品―DP 石器 。石製品一Q 古銭 。金属製品一M 拓本土器―TP

(2)遺構及び遺物の実測図中の表示

|::::::i:::i::炉 障 司熾 障爛 粗 麟 翻 赤彩
日‐ 縛 田 園

釉

●土器   口石器・石製品   ▲ 金属

(3)上層の分類

土層観察における色相の判定は F新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を

使用した。

(4)遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法

① 遺跡全体図は縮尺200分の1,住居跡・地下式墳・土坑は縮尺60分の1に した。

② 遺物は,原則として4分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり,それらについて

は個々にS=1/6等 と表示した。

③ 「主軸方向」は,炉を通る線を主軸とし,そ の主軸が座標北からみて, どの方向にどれだけ振れてい

るかを角度で表示した。

(例  N-10° 一E N-10° 一W)

④ 計測値は,A一 日径 B―器高 C―底径 D一脚部径 E―脚部高 単位はcllaである。なお,現存

値は ( )で,推定値は [ ]を付して示した。

15)遺構番号

遺構番号については,調査の過程において遺構の種別ごと・調査順に付したが,整理の段階で遺構でな

いと判断したものは欠番とした。

脩)遺物番号

遺物観察表の番号 と,実測図・写真番号は一致する。

第 2節 遺跡の概要

野殿深作遺跡は,下館市の南南西,小貝川,五行川,大谷川の流れる沖積低地の西側,標高約35mの台地縁

辺部に立地する,古墳時代中期及び中世の複合遺跡である。調査前の現況は,畑・荒地で,今回の調査区域は

東西に約95m,南北に約35m,面積 3,094m2で ぁる。

今回の調査によって確認された遺構は,古墳時代中期の竪穴住居跡 4軒,中世の地下式墳 9基,井戸 2基
,

溝 2条,その他に土坑22基が確認された。古墳時代中期の第 2号住居跡からは構形乏が出上している。中世の

地下式墳は平面形が「甲」型をしている。この地下式装を取 り囲むように,溝がめぐらされている。

遺物は,遺物収納コンテナ (60× 40× 20cln)に 8箱ほど出土している。古墳時代の遺物は,不・娩・鉢・高

不・樽形甦・甕・刀子・砥石等が出土している。中世の遺物は,内耳鍋・播鉢・石臼等が出土している。
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第 3節 遺構 と遺物

1 竪穴住居跡

当遺跡からは, 4軒の竪穴住居跡 (古墳時代中期)が確認されている。住居跡 は調査区の中央部に集中して

おり,耕作による境乱があるものの遺構の保存状態 も比較的良好である。以下,確認された住居跡の特徴や主

な出土遺物について記載する。

第 1号住居跡 (第 6図 )

位置 調査区の西部, C313区 を中心に確認。

規模と平面形 長軸 6.18m,短軸 4.50mの長方形。

主軸 N-19° 一E。

壁 壁高は50～ 63cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが,出入日付近を中心に南壁一帯に高まりがあり,硬 く踏み固められている。出入田部の

高まりと床との比高は約 4 clnである。

ビット 10カ 所。 Pl～ P5は長径32～61cm,短径28～51c14の 円形または精円形で,深さは63～ 92clnで ある。

規模や配列から主柱穴と考えられる。P6は長径32c14,短径27cmの 円形で,深さ36cmである。南壁中央部に位置

しており,出入口施設に伴うピットと考えられる。P7～ P9は長径24～43cm,短径22～ 33clnの 円形で,深さは

13～25clnである。補助柱穴と考えられる。Ploは長径40cln,短径38cmの 円形で,深さ13cmで ある。性格は不明で

ある。

炉 主軸線上,北壁寄りに 2基が一部重なり合って付設されている。第 2号炉は,第 1号炉の後に付設されて

いる。第 1号炉は長径70cm,短径50cmの楕円形で,床を 3 cmほ ど掘 り窪めた地床炉である。覆土は 1層で,焼

上の大・小ブロック,焼土粒子を大量に含む暗赤灰色上である。第 2号炉は長径78cm,短径48cmの精円形で,

床を 6 clnほ ど皿状に掘 り窪めた地床炉である。覆土は 1層で,焼土小プロックを少量,焼土粒子を中量含む赤

褐色上である。

貯蔵穴 4カ 所。 第 1号貯蔵穴は,南東コーナーに付設されており,上面を粘上が覆っていた。規模は長径

76cln,短径65c14の 円形で,深さは14clnである。底面は皿状で,壁はゆるやかに立ち上がっている。覆土は1層

で,ロ ーム中ブロックを中量,ローム粒子を少量,粘土ブロックを中量含む褐色上である。第 2号貯蔵穴は,

南壁の中央部に付設されている。規模は長径76cm,短径34cmの不定形で,深さは12cmで ある。底面は平坦で
,

壁はゆるやかに立ち上がっている。覆土は 1層で,ロ ーム粒子を少量含む褐色上である。第 3号貯蔵穴は,南

西コーナーに付設されている。規模は長径75cm,短径34clnの不定形で,深さは10cmで ある。底面は平坦で,ゆ

るやかに立ち上がっている。覆土は1層で, ローム粒子を少量含む褐色上である。第 4号貯蔵穴は,北西コー

ナーに付設されている。規模は長径48cm,短径45cmの 円形で,深さは17cmで ある。底面は鍋底状をしており,

壁は外傾して立ち上がっている。覆土は2層からなり, 1層 はローム小ブロックを微量含む黒褐色土, 2層 は

ローム粒子を少量含む褐色上である。

覆± 3層からなる。 1層 はローム粒子を少量含む黒褐色土, 2層 はローム粒子を少量含む褐色土, 3層 はロー

ム粒子を少量含む暗褐色上で, 自然堆積 と考えられる。遺物の多 くは, 2・ 3層から出上している。

遺物 壁際,特にコーナー付近より多 くの遺物が出土している。第 1号貯蔵穴の確認面から第 7図 4・ 6の上

師器娩は逆位の状態で, 1の上師器不は横位の状態で, それぞれ床面から出上している。12の 上師器甕は南西

-10-
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第 7図 第 1号住居跡出土遺物実測図(1)

-12-



４

氣

、

〃

ヨ
舅

月

《 15

18

~ワ

 ミ 20

７

＼

瑣

□
25

0              10Cm
¶

第 8図 第 1号住居跡出土遺物実測・拓影図(2)

13-

一

　

・

・
′

　

　

　

―

Ⅷ

∞
因

一
．

一
　

´

一干
ｆ
ぶ



コーナー付近の覆上下層からつぶれた状態で出土 している。 2の上師器娩 は北西コーナーの覆上下層から斜位

の状態で出上している。混入 と思われる10の上師質土器不は,南壁寄 りの 2層から逆位の状態で出上している。

所見 本跡は出土遺物等から,古墳時代中期 (和泉期)の住居明 と考えられる。

第 1号住居跡出土遺物観察表

図版番 器 種 淑 lTEL(Cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第 7図
1

イ
上 師 器

Ａ

Ｂ

丸底◇体部から口縁部にかけて内彎
しながら立ち上がる。

体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。体
部内面ヘラ磨き。口縁部内・外画慌
ナデ。

砂粒・石英
スコリア
にぶい橙色 普通

Pl 10o%
床面
内面剣離

2

娩
土 師 器

＆

６

Ａ

Ｂ
丸底。体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部との境に不明瞭な稜を有
する。日縁部は内傾する。

体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。体
部内面ヘラ磨き。口縁部内・外商債
ナデ。

砂粒・ 4E央 。長石
スコリア
にぶい橙色 普通

P2  95%
床面
内面劉離

婉
土 師 器

Ａ

Ｂ

146
66

丸底。体部は内彎しながら立ち上が
り,上位幻酪曲する。日縁郡は外傾
する。

体部外面ヘラ磨き。体部内回4｀整方
向のヘラ磨き。口縁部内・外面横ナ

砂粒 。長石・雲母
にぶい橙色
魏

P3  95%
覆土下層
体部外面煤付着

4

境

土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。体部は緩やかに内彎しなが
ら立ち上がり,口縁部はやや外傾す
る。

体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。体
部内面ヘラ磨き。日縁部内・外画償
ナデ。

砂粒・石英 。長石
にぶい橙色
範

P4 90%
床面
体部二次焼成

娩
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

上げ底。体部は内彎しながら立ち上
がり, 日縁部との境に不明瞭な稜を
有する。日縁部は内傾する。

体部内・外面ヘラ磨き。日縁部内・

外面横ナデ。
砂粒・スコリア
にぶい橙色
魏

P5  90%
覆上下層

境

土 師 器

A  140
B  78
C  53

平底。体部から口縁部にかけて内彎
しなんゞら立ち上がる。

体部内・外面ヘラ磨き。口縁部内・

外両債ナデ。
砂粒
にぶい橙色
調

P6 80%床 面
内面劉離
体部外面煤付着

7

娩
土 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[150]
61
50

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部との境に不明瞭な稜を有
する。口縁部は内傾する。

体部外面ヘラ磨き。体部内回企整方
向ヘラ磨き。日縁部内・外面横ナデ

砂粒 。長石・石英
スコリア
明赤褐色  普通

P7 70%
覆土下層

娩
上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[14.9]

64
[36]

上げ底。体部は内彎しながら立ち上
がり,日縁部の境に不明瞭な稜を有
する。日縁部は直立する。

体部内・外面ヘラ磨き。日縁部内・

外画慌ナデ。
砂粒・ スコリア
にぶい橙色
魏

Ｐ８
繭

40°/。

娩
土 師 器

Ａ

Ｂ

146
(5.0)

日縁部片。日縁部は内彎する。 体部内・外面ヘラ磨き。日縁部内・

外面横ナデ。
砂粒・雲母・長石
にぶい橙色

範

P9 20%
覆土下層

邪
土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は直線的に外傾する。日

縁部は外反する。
水挽き成形。底部回転糸切り。 石長

鵬噸範

P10 95%
覆土中層

11

イ
器師

一局
上

B(22) 脚部片。脚部は「ハ」の字状に開く 脚部外面ヘラナデ。 パミス・スコリア
浅黄橙色
範

P■  5%
覆上下層

甕
上 師 器

Ｂ

Ｃ
(281)
78

口縁部欠損。平底。体部は内脅しな
かミら立ち上がる。

体部内面ヘラナ九 体部外面ヘラ磨
き。体部外面に輪積み痕が残る。

長石・スコリア
にぶい橙色
範

P13 40%
覆土下層
体部外面煤付着

甕
上 師 器

Ａ

Ｂ
[284]
(167)

口縁部片。口縁部は顕部からやや外
傾する。

口縁部外面横ナデ。 砂粒 。長石
スコリア
にぶい橙色 普通

P12 20%
覆上下層
体部外面煤付着

第8図
14

甕
上 師 器

B (127) 体部片。体部は球形状をしている。 体部内・外面ヘラナデ。 砂位・スコリア
にぶい橙色
範

P14 20%
覆上下層

15 甕
上 師 器

Ａ

Ｂ
[170]
(4.9)

口縁部片。国縁部は外傾して立ち上
かゞる。

口縁部内・外面債ナデ。 嚇
にぶい橙色 普通

P15 5%
覆上下層

娩

土 師 器
[130]
105
50

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,上位で屈曲する。日縁部はやや

外傾する。

体部外面ヘラ磨き。体部内面不整方
向ヘラ磨き。日縁部内・タト面積ナデ

砂粒・石英
にぶい橙色

範

P16 80%
覆上下層

17 甕
土 師 器

(35)
76

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。 底部内面ヘラナ九 砂位・スコリア
灰責褐色  普通

P17 10%
覆土

甕
土 師 器

(36)
54

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。 底部内面ヘラ磨き。 開
灰褐色   普通

P18 10%
覆上下層

甑
土 師 器

Ａ

Ｂ

[292]
(114)

口縁部片。口縁部は外傾する。 体部外面ヘラ削り。日縁部内・外画
横ナデ。

スコリア・パミス

橙色   普通

P19 5%
覆上下層

-14-



図版番号 器 種
計 測  値 (clm) 重  量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最 大 長 最 大 幅 最大 厚

羽 口 5 覆 土 DPl 破片

図版番号 器 種
計 涙J 値

石  質 出土 地 点 備   考
長 さ (cln) 幅 (cln) 厚 さ (cm) 重 量

剣形 模造 品 滑  石 覆上 下 層 Ql

双 孔 円 板 滑  石 覆 上 下 層 Q2

双 孔 円 板 滑  石 覆土 下 層 Q3

勾 玉 ( 滑  石 覆 上 下 層 Q4

砥 石 凝 灰 岩 床   面 Q5

図版番号 器 種
計 測 値

備 考
長さ lcml 幅 (cm) 厚さ lcm) 重 量 (g)

鉄 鏃 (122) (120) Ml 床面

鎌 (33) (04) M2 覆土

28は深鉢形土器胴部片で,縄文中期 (加曾利E)に比定されると地文はLRの縄文であり,沈線で区画され

ている。

第 2号住居跡 (第 9図 )

位置 調査区の中央部, C3e8区 を中心に確認。

/⑮ l

′  。イ   v      al
A 3S.4m                    

――

01

0             2m

19      12 11 16 78   s 2 3 6 1  14

第 9図 第 2号住居跡実測 。遺物出上位置図
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規模 と平面形 長軸 391m 短軸 3.03mの長方形。

主軸方向 N-38° 一E。

壁 壁高は10～15cmで緩斜 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,中央部を中心に広 く踏み固められている。第 1号貯蔵穴からP2に かけて,やや低い部分がみ

られる。

ピット 5カ所。 Pl・ P2は長径42～55cm,短径27～39cmの精円形で,深さは15～48cmで ある。 P3・ P4・ P5は

長径14～33cm,短径12～30clnの 円形で,深 さは10～48cmである。 Pl～ P5の性格 は不明である。

炉 2カ 所。第 1号炉は,主軸線上の北東壁寄 りに付設されている。長径58cm,短径32cmの楕円形で床を 3 cm

ほど掘 り窪めた地床炉である。第 2号炉は西コーナー付近に付設されてお り長径35cm,短径22cmの 楕円形で床

を 2 cmほ ど掘 り窪めた地床炉である。いずれも覆土は 1層であり,焼土粒子を多量に含む暗褐色上である。

貯蔵穴 2カ 所。第 1号貯蔵穴 は東コーナーに付設されてお り長径50cm,短径32clnの楕円形で,深さは 6 cmで

ある。底面は皿状で,壁はゆるやかに立ち上がっている。第 2号貯蔵穴は北コーナーに付設されてお り長径48

cm,短径46cmの 円形で,深さは13c14である。底面は皿状で,壁はゆるやかに立ち上がっている。いずれも覆土

は 1層で,ロ ーム粒子を少量含む暗褐色土である。

覆± 3層からなるが, 1層 が大半を占める。 1層 はローム粒子を少量含む黒褐色上である。 2層 はローム小

ブロックを微量, ローム粒子を少量含む褐色上である。 3層 はローム粒子を少量含む褐色土である。自然堆積

と考えられる。本跡の上面は耕作によりほとんどが削 り取られている。

遺物 多 くの遺物 は北東壁際の第 1号炉周辺を中心に,床面から出上 している。第10図 8の須恵器檸形逸は,

北東壁際の覆上下層から出上 している。 1の上師器邪は,南東壁中央部付近の床面からつぶれた状態で出上し

ている。 3の上師器娩は北東コーナー付近の床面から,逆位のつぶれた状態で出上している。10の上師器甕は
,

北東壁際の床面からつぶれた状態で出土している。

所見 本跡は出土遺物等から,古墳時代中期 (和泉期)の住居跡 と考えられる。

第 2号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値 lcml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第10図
1

郭
土 師 器

[125]
45

Ａ

Ｂ

丸底。体部は内彎しながら立ち上が

り,国縁部はやや内彎する。
体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。体
部内面ヘラ磨き。日縁部内・外面横
ナデ。

瓢帆
髄
調

％Ｐ２０
繭

2

貌

上 師 器

A  148
B  69

丸底。体部は内彎しながら立ち上が
り,日縁部との境に不明瞭な稜を有
する。口縁部はほぼ直立する。

体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。口
縁部内・タト面横ナデ。

砂粒・雲母
スコリア
にぶい橙色 普通

P21 85%
床面
体部外面煤付着

3

娩

土 師 器

A  136
B  80
C  37

上げ底。体部は内彎しながら立ち上
がり,上位でやや屈曲する。日縁部
はほぼ直立する。

体部外面ヘラ磨き。体部内面ヘラナ
デ。口縁部内・外商償ナデ。

砂粒・長石・石英
明赤褐色
普通

P22 90%
床面
体部外面煤付着

4

娩

土 師 器

B(84) 底部から体部にかけての破片。丸底 (

体部は内彎しながら立ち上がる。
体部外面ヘラ削り後,ヘラ磨き。体
部内面ヘラ磨き。

砂粒・雲母
スコリア
にぶい橙色 普通

P23 30%
床面
内面剥離

5

境

土 師 器

Ａ

Ｂ
[144]
(59)

体部から口縁部にかけての破片。体
部は内彎しながら立ち上がり,上位
でやや屈曲する。口縁部はほぼ直立
する。

体部外面ヘラ磨き。口縁部内・外面
横ナえ

長石・スコリア
パミス
にぶい橙色
普通

％Ｐ２４
繭

6

娩

上 師 器

Ａ

Ｂ
[127]
(96)

体部から口縁部にかけての破片。体
部は内彎しながら立ち上がり,上位
でやや屈曲する。口縁部はほぼ直立
する。

体部内・外面ヘラ磨き。日縁部内・

外面積ナデ。
砂粒・スコリア
にぶい橙色
範

P25 30%
床面
体部内面煤付着
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器 種 計韻1値 にml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

7

鉢
土 師 器

A  188
B (94)

底部欠損。体部は内彎しながら立ち
上がる。口縁部はやや内傾する。

体部内・外面ヘラ磨き。日縁部内
外画憤ナデ。体部に輪積み痕。

嚇
にぶい橙色
魏

％Ｐ２６
繭

8

建

器
形
恵

樽
須

高
め

部
“

体
Ｂ

体部片。体部端部は強い稜を持ち体
部中央へ内彎する。

体部内面縦方向のナデ。体部外面縦
方向の 5本櫛歯の波状文。

帆
灰色
鶏

P27 5%
覆土

9

霊

土 師 器

Ａ

Ｂ

94
(82)

体部下半欠損。体部は内脅して頸部
に至る。口縁部は外傾して立ち上が

る。

体部外面ナデ。口縁部内。外面横ナ
フ
い
。

砂粒 。長石
明赤褐色

範

％Ｐ２８
繭

奏
土 師 器

Ａ

Ｂ

体部欠損。体部は内彎しながら立ち
上がり,最大径を中位にもつ。日縁
部は顕部から「く」の字状に外反する

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
口縁部内・外面横ナデ。

砂粒・長石・パミ
ス・スコリア

髄 普通

P29 80%
床面

奏
上 師 器

Ａ

Ｂ

177
(169)

体部 卜半欠損。体部は内彎しながら
立ち上がる。口縁部は頸部から「く」
の字状に外反する。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
口縁部内・タト面横ナデ。

砂位・スコリア
雲母
にぶい橙色 普通

P30 30%
床面
内面輪積み痕

奏
土 師 器

Ａ

Ｂ

149
(19D

底部欠損。体部は内脅しながら立ち
上がり,最大径を中位にもつ。口縁

部は頸部から「く」の字状に外反する(

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。
日縁部内・タト面償ナデ。

長石・スコリア
にぶい橙色

範

P31 50%
床面
内面輪積み痕

甕
上 師 器

Ａ

Ｂ

141
(63)

口縁部片。口縁部は頸部から外反す
る。

口縁部内・外面慌ナデ。 砂粒・長石・石英
スコリア
にぶい橙色 普通

％Ｐ３２
廟

甕
上 師 器

B(100) 体部片。体部は内彎しながら立ち上
がり,頸部に至る。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。 砂粒・ スコリア
長石 にぶい赤褐
色 普通

P33 20%
床面
体部外面煤付着

甕
土 師 器

Ａ

Ｂ
[128]
(51)

口縁部片。口縁部は頸部から「く」
の字状に外反する。

口縁部内・外面憐ナデ。 砂粒・ スコリア
雲母・長石
にぶい橙色 普通

P34 10%
覆上下層

甕
上 師 器

Ｂ

Ｃ

(91)
84

底部から体部にかけての破片。平底
体部は内彎しながら立ち上がる。

体部内面ヘラナデ。 砂粒・石英・スコ

リア  にぶい赤
髄 普通

P35 20%
覆上下層

甕
土 師 器

Ｂ

Ｃ

(39)
[84]

底部片。平底。 底部内面ヘラナ汎 砂粒・雲母
褐灰色   普通

P36 5%
覆土下層

奏
上 師 器

Ｂ

Ｃ
(28)
[58]

底部片。平底。 底部内面ヘラナデ。 砂粒 。長石・石英
にぶい褐色 普通

P37 5%
覆上下層

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土地 点 備   考
長さ (cml 幅 (cm) 厚さ em) 重 量 (g)

剣 片 (60) (49) (15) (810) 砂  岩 覆 上 下 層 Q7

20・ 21は須恵器である。縦方向の波状文が施されている。22～25は須恵器奏の体部片である。外面に平行叩

き目が施 されている。

第 3号住居跡 (第12図 )

位置 調査区の北側中央部,C4a4区を中心に確認。

規模 と平面形 長軸 4.30m 短軸 4,05mの 方形。

長軸方向 N-0° 。

壁 壁高は23～ 35cmで,外傾 して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。出入口部 と考えられる梯子ピット (P5, P6)が 東壁寄 りで確認されてお り, このピット

を囲むように馬蹄形の高まりがある。また出入田部から中央部に向かって踏み固められている。

ピッ ト 6カ所。 Pl～ P4は長径23～38cm,短径20～32cmの 円形で,深さは72～80cmで ある。規模や配列から

主柱穴 と考えられる。 P5° P6は長径18cm～ 22cm,短径16～18cmの円形で,深さは24～44cmで ある。東壁際のほ

ぼ中央に並んで位置 してお り,出入口施設に伴うピットと考えられる。
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覆± 7層からなる。 1・ 2層 はローム小ブロックを少量,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色上である。 3・ 4層

はローム小ブロック,ロ ーム粒子を微量含む極暗褐色土 または黒褐色上である。 5・ 6層 はローム粒子を少量

含む極暗褐色土または暗褐色上である。 7層 は黒色粒子 を少量含む褐色上である。自然堆積 と考えられる。

遺物 第 13図 1の高不 (邪部), 2の高不 (脚部)は東壁際の覆上下層から出土している。また床面 4カ 所か

らは青白色の粘上の塊が確認 された。

所見 本跡は出土遺物等から,古墳時代中期 (和泉期)の住居跡 と考えられる。

6・ 7は須恵器甕の体部片である。平行叩き目が施 されている。

第 4号住居跡 (第14図 )

位置 調査区の南側中央部, C4g6区 を中心に確認。本跡の南側は調査区外にのびている。

重複関係 本跡 は,東側を第 7号地下式境 (S K31)に掘 り込まれている。

規模 長軸 (2.10)m,短 軸 (1.20)m

壁 壁高は45cmで,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で全体的に硬質である。

覆± 11層からなる。23～28層 はローム小ブロックを微量,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色上である。29・ 30層

はローム小ブロックを微量, ローム粒子を少量含む暗黒褐色土である。31・ 32層 はローム粒子を微量含む黒色

土または黒褐色土である。33層 はローム粒子を微量含む極暗褐色土である。自然堆積 と考えられる。

遺物 北西コーナーの覆上下層から第15図 1の石製模造品が出上 している。

所見 住居跡の北西コーナーを調査しただけであり,主軸方向・規模・平面形 は不明である。調査した部分か

ら, ピット・炉・貯蔵穴は確認できなかった。本跡は出土遺物から,古墳時代中期の住居跡 と考えられる。

第 4号住居跡出土石製品一覧表

図版番号 器 種

計 測 値
石  質 出土地 点 備   考

長さ (cln) 幅 (cm) 厚 さ lcm) 重 量

第 15図 1 勾 玉 滑  石 覆上 下 層 Q10

第 3号住居跡出土遺物観察表

器 種 計測値 (cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第13図
1

イ
器師

高
土

Ａ

Ｂ

Ｅ

(97)
(31)
(20)

邦部片。邦部は下位に棲を持ち,外
傾する。

イ部内・外面ヘラ磨き。 砂粒 。長石 。石英
スコリア
にぶい橙色 普通

P38  20°/。

覆土下層

邪
器師

一島
土

B(52) 脚部片。脚部は「ハ」の字状にひらく 脚部外面ヘラ磨き。 長石・スコリア
橙色   普通

P39 5%
覆土下層

霊

土 師 器

団

Ｄ

よ

＆

Ａ

Ｂ

口縁部片。複合口縁。口縁部は稜を
持ち外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。 長石・スコリア
浅責橙色  普通

P40 5%
覆上下層

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土 地 点 備   考
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 量 (g)

4 剣 片 頁  岩 覆 上下 層 Q8

5 双 孔 円 板 滑  石 覆 上下 層 Q9
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第 7号地下式療

【  DI
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第15図 第 4号住居跡

出土遺物実測図

0               2m

第14図 第 4号住居跡,第 7号地下式境実測図

表 2 住居跡一覧表

2 地 下 式 墳

当遺跡からは, 9基の地下式墳が確認された。調査区の東側に集中しており,他の遺構との重複もみられた。

出土遺物が少なく,性格については不明な点が多いが,時期は15世紀後半から16世紀前半にかけての遺構であ

る。以下,確認された地下式墳の特徴や主な出土遺物について記載する。

第 1号地下式墳 [SK―■](第 16図 )

位置 調査区の東側, C4d8区を中心に確認。

重複関係 本跡の南西側は,第 2号地下式墳 と重複している。新旧関係については不明である。

跡

号

居住

番
位 置 主軸方向 平 面 形

規 模 (m)

(長軸 X短軸 )
錦
ｍ

緬

内 部 施 設
炉 塾 出 土 遺 物 備  考

董渾 と馘 跡 入 口

1 C313 N-19° 一W 長 方 形 618× 450 50-63 YIF / 4 4 1 2 自然 土師器,鑢 硫 石製双孔円板・勾玉

2 C3es N-38°一E 長 方 形 391× 303 10-15 平坦 / 2 5 2 ヨ露 土師器,須恵器

C4a4 N-0・ 方   形 430X405 25-35 / 4 2 ヨ繁 土師器,粘上

4 C4g6 (210)× (120) 平近 / 自然 石製双孔円板

-22-



第 2号地下式壌

0             2m

第18図 第 1・ 2号地下式渡実測図
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主軸方向 不明。

竪坑 第 2号地下式墳と重複しているため不明である。

主室 底面は長軸 2.65m,短軸 1.80mの 隅丸方形をしており,平坦である。確認面から主室底面までの深さは

1.95mで,長軸方向はN-42°一Wである。

壁 外傾して立ち上がっている。

覆± 10層からなる。 1層 はローム粒子を少量含む黒褐色土である。 2・ 3層 は粘土中・小プロックを少量含

むにぶい橙色土または褐色土で粘性, しまりとも強い。 4層 はローム粒子を少量含む灰褐色上である。 5～ 8

層は粘土小プロック,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色土である。 9層 は黒色小プロックを微量,黒色粒子を少量

含む褐色上である。10層 は黒色小プロック,黒色粒子を含む浅黄橙色上である。底面付近にローム層の堆積が

見られ,天丼部崩落の自然堆積 と考えられる。

遺物 覆土上層から内耳鍋の日縁部片,混入と思われる土師器甕の体部片が出上している。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。

第 2号地下式壊 [sK-12](第 16図 )

位置 調査区の東側, C4d8区を中心に確認。

重複関係 本跡の主室の北東側は第 1号地下式墳 と重複している。新旧関係は不明である。

主軸方向 N-12° 一E。

竪坑 上面は長径 3.20m,短径 1.50mの 半楕円形で,深さは1,75mである。底面は長軸 1.15m,短軸 0.60m

の長方形で,長軸方向はN-74°一Wである。

主室 底面は長軸2.75m,短軸 1.80mの長方形をしており,平坦である。確認面から主室底面までの深さは1.90

mで,長軸方向はN-75°一Wである。

壁 竪坑は底面から0.25mの地点に平場を持って,外傾して立ち上がっている。主室は外傾して立ち上がって

いる。

覆± 10層からなる。 1層 はローム粒子を少量含む黒褐色上である。 2・ 3層 は粘土中・小プロックを少量含

むにぶい橙色土または褐色上で粘性, しまりとも強い。 4層 はローム粒子を少量含む灰褐色上である。 5～ 8

層は粘土小ブロック,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色上である。 9層 は黒色小プロックを微量,黒色粒子を少量

含む褐色上である。10層 は黒色小プロック,黒色粒子を少量含む浅黄橙色上である。底面付近に,ロ ーム層の

堆積が見 られ,天丼部崩落の

自然堆積 と考えられる。

-4-{D ②
t )

0

2・ 3  S=t/2

10Cm

第17図 第 2号地下式壊出土遺物実測図
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第 2号地下式嫉出土遺物観察表

器 種 潮 値 にm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第17図
1 『蝉

Ａ

Ｂ
[310]
(70)

口縁部片。El縁部は外傾気味に立ち
上がる。

口縁部内・外両債ナデ。 長石・雲母
黒禍色
範

P42 10%
覆土

体部外面煤付着

遺物 覆土上層から第17図 1の 内耳鍋の日縁部片,石製模造品,土師器甕の胴部片が出土 している。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。

第 3号地下式壊 [SK-27](第 18図 )

位置 調査区の東側, C4cO区 を中心に確認。本跡の東側は調査区外に伸びている。

主軸方向 不明。

主室 本跡の西側を調査しただけで,底面までは確認できなかった。長軸 (2.50)m,短軸 (1.25)mで 深さ

は (1.10)mで ぁる。長軸方向はN-10° 一Wである。

壁 主室はオーバーハングがみられる。

覆± 6層からなる。 1層 はローム大・小ブロック,ロ ーム粒子を少量含む暗褐色上である。 2～ 4層 はロー

ム中 。小ブロック,黒色小プロックを少量含む暗褐色土または褐色上である。 5層 はロームプロックを多量,

鹿沼パミスを少量含むにぶい橙色上である。 6層 はロームの大 。中・小プロッを少量含む黒褐色上である。ロー

ムブロックが含まれた覆上が斜めになっており,天丼部分が崩落した自然堆積と考えられる。

遺物 混入と思われる土師器甕の体部片が,覆土上層から出上している。

所見 本跡は出土遺物が少ないので,時期は不明である。

第 4号地下式療 [SK-28](第 18図 )

位置 調査区の東側, C4e8区 を中心に確認。

主軸 方向N-37° 一W。

竪坑 上面は長径 0.70m,短径 0.64mの 円形をしており,深 さは1.40mで ある。底面は平坦で,長径 0.77m,

短径 0。 70mの円形である。長径方向はN-37° 一Wである。主室底面 との比高は 8 cmで ある。

主室 底面は平坦で,長軸 2.50m,短軸 1.80mの長方形をしている。確認面から主室底面までの深さは1.48m

で,長軸方向はN-55°一Eである。

壁 竪坑,主室 ともほぼ垂直に立ち上がっている。主室のコーナー部分でオーバーハングがみられる。

覆± 7層からなる。 1・ 2層 はローム小ブロック,ロ ーム粒子を微量含む黒褐色上である。 3層 は粘土大ブ

ロックを多量,黒色粒子を中量含む灰白色土で粘性, しまりとも強い。 4・ 5層 はローム粒子を少量含むIEJ色

土または暗褐色土である。 6層 はローム小ブロックを少量含む黒褐色上である。 7層 はロームの中・小プロッ

ク, コーム粒子を中量含む極暗褐色上である。覆上がブロ)ク 状になっており,人為堆積 と考えられる。

遺物 覆土上層から,第19図 3の内耳鍋口縁部片や 2の播鉢底部片が出上 している。

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土地 点 備   考
長さ (cln) 幅 (cln) 厚さ (cm) 重 量 (g)

2 剣 片 買  岩 覆   土 Qll

3 勾 玉 滑  石 覆   土 Q12
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所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。
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第19図 第 4号地下式壊出土遺物実測図

第 4号地下式墳出土遺物観察表

第 5号地下式境 [sK-29](第 20図)

位置 調査区の東側, C4f7区を中心に確認。

重複関係 主室の西側を第 6号地下式墳により掘 り込まれている。

主軸方向 N-31° 一W。

竪坑 上面は長軸 1.70m,短軸 1.15mの隅丸台形をしている。底面は長径 1.15m,短径 0.52mの半楕円形を

しており,深さは1,45mである。主室に向かってゆるやかに傾斜している。長軸方向はN-31° 一Wである。竪

坑の東側には長軸 1.50m,短軸 1.25mの長方形で,深さ0.42mの落ち込みがある。

図

'仮

番 器 種 計測値 (� 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第 19図
1

皿

土師質土器
B(21)
C[36]

底部片。平底。体部は内脅気味に立
ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 恥
にぶい橙色
魏

％Ｐ４３
融

2

鉢
器

播
陶

B
C

の

旬
底部から体部にかけての破片。平底I

体部は,不明瞭な稜を持ち直線的に
立ち上がる。

内面に規貝J正しい届目が付けられて
いる。

砂粒・石英
m)にぶい赤寵窪
魏

％

Ｐ４６盈鱒
3 曲蜘

A[372]
B (84)

口縁部片。口縁部は外傾気味に立ち
上がる。

口縁部内・タト面償ナデ。 秘嚇立・ :語三¬|ミ´
スコリア
にぶい赤鵜色
範

P44 5%
覆土
体部外面煤付着

4 蜘蜘
A[37.0]
B (67)

口縁部片。口縁部は外傾気味に立ち
上がる。

口縁部内・外両償ナデ。

通

瓢
ア
普

婉
知
絶

P45 5%
覆上

体部外面煤付着
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o               2m

第 5号地下式壊

第20図 第 5・ 6号地下式境実測図
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くて三三:: 1影

鎧 |

9

0             10cm

第21図 第 5号地下式壌出土遺物実測・拓影図

8
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主室 底面は平坦で,長軸 2.83m,短軸 1.42mの 隅丸長方形をしている。深さは1.68mで長軸方向はN-62°

一Eである。

壁 竪坑,主室 とも外傾 して立ち上がっている。

覆± ■層からなる。 1～ 3層 はローム小ブロックを微量,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色上である。 4・ 5層

はローム粒子を多量に含む褐色上である。 6層はロームの大・ 中・小ブロック,ロ ーム粒子を少量含むにぶい

褐色上である。 7・ 8層 はローム中ブロック,ロ ーム粒子を少量含む黒色土または暗褐色上である。 9層 はロー

ム小ブロックを微量含む,に ぶい褐色上である。第 10。 11層 はロームの中・ 小ブロック,粘土ブロックを少量

含む黒褐色土または暗褐色上である。覆土中にロームブロックが含 まれるなど,人為堆積 と考えられる。

遺物 覆土上層から第21図 1の上師質皿, 5の陶器甕体部片が出上 している。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半か ら16世紀前半のものと考えられる。

第 5号地下式壊出土遺物観察表

器 種 制 値 lon) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第21図
1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ
[105]

3.3

平底。体部から口縁部にかけて内彎
気味に立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・ スコリア

浅黄橙色
範

P47 45%
覆土

2

皿

土師質土器

Ｂ

Ｃ
(3.8)

[6.0]
底部から体部にかけての破片。平底I

体部は外傾気味に立ち上がる。
水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・ スコリア

にぶい黄笹色
魏

％Ｐ４８
融

3

イ
器師

一局
土

Ｂ

Ｅ

脚部片。脚邸は「/司 の字状にひらく 脚部外面ヘラナデ。 砂粒・雲母
スコリア
にぶい橙色 普通

％Ｐ５２
融

4 蜘蝉
Ａ

Ｂ
[29.8]

(65)
口縁部片。口縁部は外傾気味に立ち
上がる。

口縁部内・外面債ナデ。

割級魂
P50 5%
覆土

体部外面煤付着

5

奏
陶  器

B (116) 体部片。 内面積ナデ。釉はかなり剥がれてい
る。

灰髄
m)オ リーブ色
良好

P51 5%
覆上

常滑産

7～ 9は縄文中期 (阿玉台式)の深鉢形土器の口縁部片である。 2条の細い沈線 と隆帯が巡 り,日縁部 と胴

部を区画している。隆帯の下に条線が施されている。

第 6号地下式 壌 [sK-30](第 20図 )

位置 調査区の東側 C4f6区 を中心に確認。

重複関係 本跡 は主室の東側が,第 5号地下式墳 を掘 り込んでいる。

主軸方向 N-0° 。

竪坑 上面は長径 1.16m,短径 1.00mの円形で,深さは 1.45mで ある。底面は長径 0.75m,短径 055mの

精円形で,主室に向かってゆるやかに傾斜 している。長軸方向はN-0° である。

主室 底面は長軸 2.40m,短軸 1.40mの 長方形をしており,平坦である。確認面から主室底面までの深さは 1.

60mで,長軸方向はN-88°一Wである。

壁 主室,竪坑 ともほば垂直に立ち上がっている。

図版番号 器 種
計 預r 値

石  質 出土 地 点 備   考
長さ (cml 幅 (cln) 厚さ lcm) 重 量 (g)

石 臼 (194) (88) (9200) 安 山 岩 覆   土 Q13 上 臼
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覆± 9層からなる。 1・ 2層 はローム小ブロックを微量,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色土または黒色上であ

る。 3～ 5層 は, ローム小プロック,ロ ーム粒子を微量含む褐色土または暗褐色上である。 6・ 7層 はローム

の中・ 小ブロックを微量,ロ ーム粒子を中量含む黒褐色土 または褐色上である。 8・ 9層 は鹿沼パ ミスを多量

に含むにぶい橙色土または褐色上である。覆上がブロック状をしてお り,人為堆積 と考えられる。

遺物 覆土上層から第22図 1の 内耳鍋口縁部片, 2の 陶器口縁部片が出上 している。 3の上師器筑は混入 と思

われる。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半か ら16世紀前半のものと考えられる。

0               10Cm

第22図 第 6号地下式壌出土遺物実測図

第 6号地下式墳出上遺物観察表

一
中
一
中
一
中
¨
【

一
中
一中
¨
中
”
中
中

器 種 湖 lTa(cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上 。色調・焼成 備  考

第22図
1 脚蜘

制

め

Ａ

Ｂ

日縁部庁。日縁部は直立気味に立ち
上がる。

口縁部内・タト面償ナデ。 砂粒・ スコリア
にぶい黄橙色
範

P53 5%
覆土

体部外面煤付着

2

皿

陶  器
A[186]
B(45)

口縁部片。日縁部は不明瞭な稜を持
ち,やや外傾する。

釉は口縁部に施されている。 灰白色
lTH)灰 オリーブ佳
良好

％Ｐ５４
盈

3

娩
土 師 器

Ｂ

Ｃ
底部片。平底。 内・外面赤彩。 砂粒・雲母・石英

にぶい赤禍色
範

P55  25°/O

覆土

4

甕
土 師 器

弼

働

生

＆

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁部は外傾して立ち上
力ゞる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・石英
にぶい橙色
範

％Ｐ５６
盈

5

甕
土 師 器

Ｂ

Ｃ

底部片。平底。 外面ヘラナデ。 砂粒・ スコリア
にぶい橙色
範

P57 5%
覆上
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第 7号地下式墳 [SK-31](第 14図 )

位置 調査区の東側, C4f7区を中心に確認。本跡は南側の調査区外にのびている。

主軸方向  [N-18° 一W]。

重複関係 本跡の主室の西部は,第 4号住居跡を掘 り込んでいる。

主室 底面の位置までは確認できなかったが,長軸 (2.20)m,短軸 (1.40)mの 長方形をしており,確認面

から主室底部までの深さは [2.20]mで ある。

壁 主室はオーバーハングがみられる。

覆± 22層からなる。 1～ 7層 はローム小ブロック, ローム粒子を少量含む黒褐色上である。 8層 はローム小

プロックを中量含む褐色上である。 9層 はローム粒子を少量含む極黒褐色上である。10～20層 はローム粒子を

少量含む黒色上である。21層 は黒色粒子を中量含む褐色土である。22層 はローム粒子を微量含む黒褐色上であ

る。覆上がプロック状になっており,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土上層から第23図 1の内耳鍋口縁部片, 2の陶器花瓶頸部片が出土している。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。

0             10cm

第23図 第 7号地下式壊出土遺物実測・拓影図

第 7号地下式墳出土遺物観察表

3は須恵器甕の体部片である。平行叩き目が施されている。

第 8号地下式 壊 [SK-32](第 24図 )

位置 調査区の東側, C4f9区を中心に確認。本跡は南側の調査区外にのびている。

主軸方向 N-74° 一E。

竪坑 一辺が 0.80mの 方形で,深さは1.50mで ある。主室に向かってゆるやかに傾斜している。長軸方向は

N-74°一Eである。

主室 底面は,長軸 (2.00)m,短軸 1.30mの長方形で平坦である。確認面から主室底面までの深さは1.55m

器 種 計測値 (crnl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第23図
1 蜘蝉

珂

つ

９

．

６

．

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は直立気味に立ち
上力ゞる。

口縁部内・外面横ナデ。 雲母・スコリア
にぶい赤褐色
範

P58 5%
覆土
体部外面煤付着

2

瓶
器

花
陶

B (68) 顕部片。頸部は不明瞭な稜を持ち,

外傾しながら立ち上がる。
内面ロクロ痕。外面釉。 褐灰色

(釉)オ リーブ灰住
餅

％

Ｐ５９盈醸
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第 9号地下式羨

札ん①

第8号地下式壊

A 34.6m

第24図 第 8・ 9号地下式墳 。第 1・ 第 2号井戸実測図
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ヽ
‐
‐
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‐
‐
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‐
‐

0               2蘭
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である。長軸方向はN-19°一Wである。底面中央部から少量の焼上を確認した。

壁 ほば垂直に立ち上がっている。

覆± 10層からなる。 1層 はローム小プロックを少量含む黒褐色土である。 2・ 3層 は粘土プロックを含む種

色上で粘性, しまりとも強い。 4層 はローム粒子を少量含む黒色上である。 5・ 6層 は粘土小ブロックを微量

含む黒色土または黒褐色土である。 7層 は粘性しまりとも強い褐色上である。 8・ 9層 は粘土プロックを含む

暗褐色土または明茶褐色上である。10層 はローム小プロックを含む暗褐色上である。覆上に粘土ブロックが含

まれるなど,人為堆積と考えられる。

遺物 主室底面直上から第25図 1・ 2の内耳鍋片が出土している。

所見 本跡は出上遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。

o              10Cm

第25図 第 8号地下式壊出土遣物実測図

第 8号地下式壊出上遺物観察表

式

３

図艤 器 種 計測値 甑 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第25図
1 『蜘

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部から口縁部にかけて外傾
気味に立ち上がる。

体部内・外面ナデと口縁部内・外面
横ナデ。

砂粒・長石・雲母
跡 絶
普通

P60 20%
覆土
体部外面煤付着
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器 種 計測値 lcml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

2 蜘蝉
A[291]
B(52)

片

る翻
φ

口

ち

口縁部は外傾しながら立 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒 。石英
にぶい橙色
範

P61 5%
覆土
体部外面煤付着

図版番号 器 種
計 預J 値

石  質 出土 地 点 備   考
長さ lcml 幅 (cm) 厚さ lcm) 重 量 (g)

3 石 臼 (32) (2100) 安 山 岩 覆   土 Q14 上臼

第 9号地下式壊 [SK-33](第 24図 )

位置 調査区の東側, C4eO区 を中心に確認。

主軸方向 N-20°一W。

竪坑 長軸 0.80m,短軸 0,70mの台形で,深さは (2.45)mで ある。長軸方向はN-20° 一Wである。

主室 底面まで確認できなかったが,長軸 (2.95)m,短軸 (1.80)mの隅丸長方形をしている。深さは (2.45)

mで,長軸方向はN-71°一Eである。

壁 ほぼ垂直に立ち上がっている。

覆土 断面が崩落してしまい不明である。

遺物 覆土上層から第26図 1の上師質皿, 2の内耳鍋口縁部片が出上している。

所見 本跡は出土遺物から,15世紀後半から16世紀前半のものと考えられる。

に I

0              1ocm

第26図 第 9号地下式猿出土遺物実測図

第 9号地下式嫉出土遺物観察表

器 種 瀧唯 lcml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備  考

第26図
1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部から口縁部にかけて直線
的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 勢
髄

０　
い伽

硲
綿

P62  40°/。

覆土

2 蜘蝉
弼

働

凱

ａ

Ａ

Ｂ

片

る鰯
い

口

ち

口縁部は外傾しながら立 口縁部内・タト面横ナデ。 砂粒・石英・雲母
明絶
範

P63 5%
覆土
体部外面煤付着
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図版番号 器 種
計 瀕J 値

石  質 出土地 点 備   考
長さ (cml 幅 (cm) 厚さ lcm) 重 量

3 石 臼 (2300) 安 山 岩 覆   土 Q15 上 臼

3 土坑

当遺跡からは,22基の土坑が確認されたが,出土遺物が少なく時期や性格について不明確な点が多い。ここ

では,土坑のうち形状や規模,覆上の状態や出土遺物について特徴のある3基の上坑について説明を加え,そ

の他は一覧表 (表 3)に記載した。

第 1号土坑 (第28図 )

位置 調査区の西側, D2b9区 を中心に確認。

規模 と平面形 長径 2.60m,短径 1.20mの長楕円形で,深さは0.55mで ある。

長径方向 N-15°一W。

壁面 なだらかに立ち上がっている。

底面 凹凸である。

覆± 4層からなる。 2層 は橙色土で焼上である。 1・ 3・ 4層 は焼土粒子,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色土

または褐色上である。

遺物 土師器甕体部片が出上 している。

所見 時期や性格については不明である。

第 4号土坑 (第28図 )

位置 調査区の西側,D3b7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径 0。 90m,短径 0.65mの楕円形で,深さは0.68mで ある。

長径方向 N-30°一W。

壁面 底面付近で内傾したあとは,ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 1層でローム小プロック,ロ ーム粒子を少量含む黒褐色上である。

遺物 覆土中層から第27図 1の磁器碗口縁部片が出上している。

所見 時期や性格については不明である。

IM

第27図 第 4号土坑出土遺物実測図

第 4号土坑出土遺物観察表

器 種 計韻随 lcm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第27図
1

碗
青  磁

A[148]
B(25)

口縁部片。口縁部は外傾しながら立
ち上がる。

内 。外面釉。釉は均―に施されてい

る。
灰白色
(釉)緑灰色
良好

P41 5%
覆土
龍泉窯
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土坑上層解説

SK-l                           SK-6                           SK-17
1 黒  色 焼土粒子微量,ローム粒子少量      1 黒  色 ローム粒子少量             1 褐  色 黒色粒子少量

2 橙  色 黒色小プロック少量                                       2 暗 褐 色 ローム粒子少量

3 灰 褐 色 ローム中プロック・ローム粒子少量     SK-7
4 褐  色 焼土粒子少量              1 灰 褐 色 ローム中ブロック,ローム粒子微量    SK― 18

2 黒  色 ローム粒子少量             1 黒  色 炭化粒子少量,ロ ーム粒子微量

SK-2
1 極暗褐色 ローム粒子少量             SK-8                        SK-20
2 褐  色 黒色粒子少量              1 黒  色 ローム粒子微量             1 極嗜褐色 炭化位子少量,ロ ーム小プロック少量

2 灰 褐 色 ローム中プロック,ローム粒子微量

SK-3                                                           SK-21
1 極暗掲色 ローム小プロック・ ローム粒子少量    SK-9                        1 黒  色 ローム粒子微量

2 暗 褐 色 ローム粒子少量             1 黒  色 ローム小プロック微量

3 褐  色 黒色粒子中量                                          SK-22
4 暗 褐 色 ローム粒子中量             SK-10                        1 黒 褐 色 粘土粒子微量

5 明 褐 色 黒色粒子微量              1 暗褐色土 ローム小プロック,ローム粒子少量    2 褐  色 粘土中プロック微量

SK-4                         SK― 13                         SK-23
1 黒 褐 色 ローム粒子少量             1 黒  色 ローム粒子少量             1 暗 褐 色 ローム粒子少量

2 褐  色 黒色粒子中量

SK-5                           SK-14
1 暗 褐 色 ローム粒子少量             1 暗 褐 色 炭fLu子少量,ローム粒子少量      SK-24
2 褐  色 ローム粒子中量                                         1 暗 褐 色 コーム小プロック少量,ロ ーム粒子少量

3 褐  色 黒色粒子少量              SK-16
1 黒  色 ローム粒子微量             SK-26
2 暗 褐 色 ローム粒子少量             1 褐  色 黒色粒子中量

2 明 褐 色 ローム粒子中量

第 10号土坑 (第28図 )

位置 調査区の中央部,C4e7を中心に確認。

規模と平面形 長軸 2.10m,短軸 1.30mの長方形で,深さは0.28mで ある。

長軸方向 N-27°一E。

壁面 ほぼ垂直である。

底面 平坦であるが,北コーナー付近に長軸 0.40m,短軸 0.24mの楕円形で,深さ0.35mの ピットがある。

覆± 1層でローム小プロック, ローム泣子を少量含む暗褐色上である。

遺物 土師器甕体部片が出上している。

所見 時期や性格については不明である。

表 3 土坑一覧表

坑

号

土

番
位 置

長径方向

(長軸方向)

平 面 形
規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 土 還 物 備 考 図 版 番 号

島医×短径 lm) 深 さ lcm)

2 D2b9 N-15°一W 円 形 260X120 緩 斜 鍋 底 自 然 第 28図

3 C2■ 9 N-28° 一ヽV 円 形 065× 060 外 傾 鍋 底 自 然

5 C3j7 N-8° 一E 楕  円 形 095× 075 緩 斜 皿 状 自 然

6 C3て 7 N-30°一W 円 形 090× 090 外 傾 皿 状 自 然

7 C4c4 N-90° 精  円 形 225× 180 緩 斜 鍋 底 自 然 土師器片,須思器ザキ

8 C4a7 N-47°―W 不 整 長 方 形 155× 108 外 傾 平 坦 自 然

9 C4d7 N-85°一W 円 形 125 X l 10 緩 斜 皿 状 自 然

C4e6 N-55°一E 楕  円 形 070× 055 垂 直 鍋 底 自 然

C4f8 N-55°一E 精  円 形 095× 072 外 傾 皿 状 自 然

C4e6 N-34° 一ヽV 円 形 068X062 垂 直 鍋 底 自 然

17 C4e5 N-28°一W 円 形 088X085 緩 斜 皿 状 自 然

C4e5 N-85°一E 円 形 090X078 垂 直 平 坦 自 然

C4f5 N-76°一E 円 形 088X081 垂 直 鍋 底 自 然

C4f5 N-76°一E 不整 橋 円形 199X104 垂 直 平 坦 自 然

C4f5 N-0° 円 形 091× 085 11 外 傾 Ell状 自 然
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土 坑

番 号
位 置

長径方向

(長軸方向)

平 面 形
規 模

壁 面 底 面 覆 土 出 土 遺 物 備   考 図版 番 号
長径X短径 lm) 深さ lcm)

N-73°一W 楕  円 形 195X135 外 傾 皿 状 自 然 土師器片 第 29図

C4g5 N-6°一E 方 形 100X085 外 傾 平 坦 自 然

C4g2 N-53°一E 円    形 060× 056 緩 斜 鍋 底 自 然

C3bo N-20° 一ヽ V [楕 円 形 ] [110]X085 緩 斜 皿 状 自 然

4 井戸

当遺跡の東側から2基の井戸を確認した。井戸の回りには,地下式墳が確認されている。各井戸の構築時期

や性格については,出土遺物 も少なく不明な点が多い。

第 1号井戸 (第24図 )

位置 調査区の東側, C4f9区を中心に確認。

規模と形状 掘 り方は,上面が長径 3.70m,短径 3.20mの楕円形で,確認面から1.60mの深さまでロー ト状

をしている。底面までは確認していない。

覆± 12層からなる。 1～ 4層 はローム粒子を少量含む黒褐色土または暗褐色上である。 5～ 8層 はローム泣

子を微量含む黒色土または黒褐色上である。 9～ 12層 はローム粒子を中量含む暗褐色土または極暗褐色上であ

る。堆積状態より埋めもどされたと考えられる。

遺物 覆土上層から第30図 1の土師質皿, 3の播鉢底部片, 6の 火鉢底部片が出上している。

所見 出土遺物より16世紀以前のものと考えられる。

第 1号井戸出土遺物観察表

図版番 器 種 ,制値 (cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第30図
1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

[98]
2.9

30

平底。体部は直線的に立ちあがる。 水挽き成形。底部回転糸切 り。 砂粒・石英
灰白色
範

P65 60%
覆土

2 『蜘
咽

つ

６
．
９
．

Ａ

Ｂ

口縁部片。口縁部は外傾して立ち上
がる。

口縁部内・外面横ナデ。 れ央・長石・雲母
にぶい褐色
範

P66 5%
覆土
体部外面煤付着

3
鉢
器摘服

０

幻

５

，

３

．

Ｂ

Ｃ
底部片。 内面に4本僑目が付けられている。 砂粒・雲母・石英

4Bt
魏

％

Ｐ６７
融

4

奏
土 師 器

Ｂ

Ｃ
底部片。平底。 底部外面ヘラナデ。 砂粒・雲母・長石

スコリア
にぶい橙色 普通

％Ｐ６８
触

5

甕
土 師 器

Ｂ

Ｃ
底部片。平底。 底部内面ヘラナデ。 砂粒 。長石・石英

髄
普通

％Ｐ７０
馳

鉢
齢火駆

B(48) 底部片。台形状の脚が付 く 体部下位にS字状文を施す。 砂粒 。長石・石英
髄
範

％Ｐ６９
盈

図版番号 器 種
計 測 値

石  質 出土 地点 備   考
長さ (cln) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 量 (g)

7 石 臼 (102) ( 62) ( (3600) 安 山 岩 覆   上 Q20 上臼

8 石 臼 ( 95) ( ( 45) (2700) 安 山 岩 覆   土 Q2ユ 上 臼

9 砥 石 ( 49) (400) 泥  岩 覆   土 Q22

10。 ■は須恵器甕の体部片である。10に は平行叩き目が施されている。11に は格子状叩き目が施されている。
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第30図 第 1号井戸出土遺物実測・拓影図
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第 2号井戸 (第24図 )

位置 調査区の東側, C4e9区 を中心に確認。

規模と形状 上面は崩落により確認できない。確認面より1.00mで,長径 1.00m,短径 0,75mの楕円形をし

ており,それより下は円筒形である。底面までは確認していない。

覆土 断面が崩落してしまい,不明である。

所見 時期は不明である。

5溝

当遺跡からは, 2条の溝が確認されている。 1号溝は南北に, 2号溝は東西に伸びており,調査区外で交差

すると考えられる。構築時期や性格については,出土遺物も少なく不明な点が多い。

第 1号溝 (附図,第31図 )

位置 調査区の中央部,C3区 を中心に確認。

規模と形状 上幅 1.10m,下幅 0,80m,深 さ0.25m,全長 (21)mで断面形は「U」 字状をしている。

方向 N-5° 一W。

覆± 5層からなる。ローム粒子を少量含む黒褐色土又は灰褐色上である。自然堆積と考えられる。

生35,3m    一        二 35.Om

ー
B                       F

第31図 第 1・ 2号溝断面・土層実測図

π-0-∞―
ぼ ―¬ 〕2   rr-3

第32図 第 1・ 2号溝出土遺物実測・拓影図
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第 1・ 2号溝出土遺物観察表

器 種 計測値 (cml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第32図
1

奏
土 師 器

珂

の

Ａ

Ｂ

口縁部片。日縁部は外傾気味に立ち
上がる。

口縁部内・外面慌ナデ。 砂粒・長石・雲母
にぶい橙色
範

％Ｐ６４
盈

遺物 溝中央部の覆土上層から第32図 2の石製双孔円板が出上している。

所見 本跡はボーリング調査の結果,調査区外で 2号溝 と交差すると考えられる。時期や性格については不明

である。

4は須恵器速の体部片である。2条の沈線が施されている。

第 2号溝 (附図,第31図 )

位置 調査区の東側,C4区 を中心に確認。

規模と形状 上幅 1.00m,下幅 0.50m,深 さ0.40m,全長 (6.00)mで断面形は「U」 字状をしている。

方向 N-85° 一E。

覆± 3層からなる。ローム粒子を少量含む黒色土または暗褐色上である。自然堆積と考えられる。

遺物 溝中央部の覆土上層から第32図 3の石製双孔円板が出土している。

所見 本跡はボーリング調査の結果,調査区外で 1号溝 と交差すると考えられる。時期や性格については不明

である。

6 遺構外 出土遺物

当調査区の遺構外から土師器・須恵器・陶器 。石製品・鉄製品。古銭などの遺物が出上している。ここでは,

表や拓影図でその一部を掲載する。

遺構外出土遺物観察表

図

'仮

番号 器 種
計 韻I 値

石  質 出土 地 点 備   考
長さ (cml 幅 (cm) 厚さ lcm) 重 量 (g)

2 双 孔 円 板 滑  石 覆   土 Q18

3 双 孔 円 板 滑  石 覆   土 Q19

器 種 湖 lla lcml 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第33図
1

不
器師

一局
土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

(108)

[112]
87

郷部欠損。脚部は円筒状をして,裾
部で開く。

脚部外面縦方向のヘラ磨き。 砂粒・長石・石英
明赤色
範

60°/。

2
碗

陶  器

Ｂ

Ｃ
底部片。高台部の断面は「U」 字状
である。

内・外面に釉が施されている。 灰白色
(釉)黒褐色
良好

％

Ｐ７２醸
3

碗
陶  器

A[168]
B (33)

口縁部片。口縁部は内彎気味に立ち
上がる。

内・外面に釉が施されている。 明灰褐色
(釉)黄褐色
良好

P73 5%
瀬戸産

4

鉢
器

捏
陶

Ｂ

Ｃ

底部片。高台部の断面は「U」 字状
である。

内・外面に釉が施されている。 灰白色
(釉)黄褐色
魏

P74 5%
瀬戸産
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図版番号 器    種
計    測    値

石   質 出土 地点 備   考
長さ (cml 幅 (clm) 厚さ lcm) 重量 (g)

剣形 模造 品 滑  石 表   採 Q23

図版番号 器    種
計 測 値

備   考
長さ (cml 幅 (cm) 厚さ lcm) 重量 (g)

鎌 M3 表採破片

図版番号 鋳     名 初鋳年 (西暦) 鋳 造 地 名 出 土 地 点 備 考

7 寛 永 通 費 1668 日   本 表    採 �14

9は須恵器甕の体部片である。格子状叩き目が施されている。8・ 10は須恵器片である。体部には縦方向の波

状文が施されている。

::::::::::::::::,
3

:::::イ イ::::::::::::::::::ウ

ハ
ーイＩ

Ｗ

Ⅲ

肘

脚

Ｗ

一

5。 7・ 8・ 10S=% 0              1ocm

１

　

６

∞一篭ζB9)

⌒

第33図 遺構外出土遺物実測・拓影図
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第 4節 まとめ

当調査区からは,縄文時代中期,古墳時代中期および中世の遺構 。遺物が確認されている。縄文時代 を時期

別に見ると,中期中葉の阿玉台式,中期後葉の加曾利 E式の上器片が出上 しているが,遺構 は確認できなかっ

た。古墳時代の遺構 は,調査区の中央付近から中期の住居跡が確認されている。中世の遺構 は,調査区の東側

から地下式墳,井戸などが確認されている。

ここでは古墳時代中期の住居跡 と中世の地下式墳についてまとめたい。

1 竪穴住居跡 について

当調査区か ら確認された古墳時代の竪穴住居跡 4軒は,いずれも古墳時代中期 (和泉期)の ものである。第

1号住居跡は平面形が 6.18× 4.50mの長方形をしており,今回調査 した住居跡の中では大型であった。 5本の

主柱穴 と,出入 り口施設に伴 うピットがあ り,地床炉は住居跡の北側に 2基付設されている。出土遺物 は不・

娩 。甕・ 甑・石製模造品 。砥石 。鉄鏃など27点である。特に娩がコーナー付近からまとまって 9点出上してい

る。娩 は体部が内鸞しなが ら立ち上が り, 口縁部が内傾するものが多いが,体部 と口縁部 との境に稜をもち外

傾するものも2点出上している。第 2号住居跡からは,須恵器の構形逸が出上 している。構形遂は,県内では

新治村田宮梶の宮遺跡から出上 してお り,今回が 2例目の出土である。残念ながら体部片しか出土 しておらず

全容は分からないが,体部の中心が大 きくふ くらむビヤ構形のもので, 5本櫛歯の波状文が体部中央に縦方向

に施されている。形態的に, TK216か らTK208の間に位置付けられると考えられる。第 3号住居跡は方形を

しており4本の主柱穴がみられる。出入 り回施設 は東側にあり,炉は持たない。床面からは青白色の粘上の塊

が出上 し,遺物 は土師器片が出上 しただけであった。 このような点から,一般の住居 とは異なる性格のもので

あろう。

これらの住居跡の年代は,出土遺物から5世紀後葉で,すべて同時期のものと思われる。住居跡の配置はほ

ぼ同じ間隔をもって配置されてお り,大型,中型,小型の住居が 1つ のグループをなしている。 このような組

み合わせは,同時期の集落跡が確認されている西茨城郡岩瀬町裏山遺跡,牛久市ヤツノ上遺跡,中久喜遺跡な

どでもみられる。当遺跡 もこの時期の一般的な集落のひとつといえよう。

2 地下式墳 について

当調査区からは,地下式墳 9基が確認されている。地下式授の平面形は「印」型をしている。竪坑は円形 ,

楕円形,長方形などがあるが,主室は長方形をしているものが多 く,長軸 2.20～ 2.95m,短軸 1.30～ 1.80m,

深さは1.48～ 2.45mである。南方向に竪坑を持ち,北方向に主室を持つものがほとんどである。出土遺物は土

師質土器 (皿 。内耳鍋),陶 器,播鉢,石自などである。

これまでの学説によれば,地下式墳 は墓墳説や貯蔵庫説等が唱えられている。当遺跡ついて考えてみると,

調査期間中に長雨により地下式墳に水が涌 きだし,底面にかなりの水が溜 まってしまい,なかなか引かないこ

とがあった。 このことを考えると,貯蔵庫 として使用するには無理があると考えられる。地下式墳の形態や出

土遺物は, これまでに確認 された水戸市白石遺跡,筑波郡谷和原村西の脇遺跡 とほぼ同じである。 とくに自石

遺跡からは人骨が出土している。本跡の第 8号地下式墳底面からは少量の焼上がみられたが,人骨などは確認

できず墓墳 とする根拠 も明確にできなかった。しかし, 1号溝 は南北に, 2号溝は東西に伸びてお り, この溝

は調査区外で交差すると考えられる。遺構全体図にみられるように地下式境を取 り囲むように仲ぴていること
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から,墓域 としての性格をもつものと考えられ,当遺跡の地下式墳については,墓墳の可能性が高いと考えて

おきたい。
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に)土生 朗治  「常陸地方出上の I期の須恵器の性格について」 F研究ノー ト』創刊号茨城県教育財団

1992とF7月

6)黒沢 彰哉  「新治村田村梶の宮遺跡出上の須恵器」 『婆良岐考古』第 4号 1982年 3月

(6)茨城県教育財団  「裏山遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告書第73集 1992年 3月

(7)茨城県教育財団  「ヤツノ上遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告書第81集  1993年 3月

181 茨城県教育財団  「中久喜遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告書第86集 1993年 9月

(9)江崎  武  「中世地下式墳の研究」 『古代探叢Ⅱ』 早稲田大学出版部 1985年 12月

10 茨城県教育財団 「白石遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告書第82集 1993年 3月

Qゆ 茨城県教育財団 「西ノ脇遺跡。前田村遺跡」 茨城県教育財団文化財調査報告書第87集 1994年 3月
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